
令和４年度 第１回 真庭市子ども・子育て会議 次第

日時 令和４年８月 17日（水）19:00 から

場所 真庭市役所 本庁舎 ２階大会議室

１ 開 会

２ 会長挨拶

３ 委員自己紹介

４ 子ども・子育て会議について

５ 認定こども園設置・運営事業者の選定結果について（報告）

６ 議 題

（１）久世地域における園整備のあり方について

７ そ の 他

（１）真庭市子ども・子育て支援事業計画の中間見直しについて

（２）今後の進め方について

８ 閉 会



氏 名 現役職等 備考

1 池田  保  真庭支部小学校ＰＴＡ連合会 会長 （新規）

2 内田 典子  真庭市男女共同参画推進委員会委員

3 江口 祥彦  真庭市健康福祉部 部長 （新規）

4 川﨑 美名子  真庭市保育協議会 会長 （新規）

5 小谷 彩香  真庭市内の園の保護者会代表（蒜山・美甘・湯原地域） （新規）

6 佐藤 和順  佛教大学教育学部幼児教育学科教授／岡山県立大学名誉教授 会長

7 庄司 憲子  ＮＰＯ法人子育て支援の会サポートあい 理事長

8 杉本 喜美惠  真庭市愛育委員会 会長 副会長

9 髙田 洋一郎  真庭市内の園の保護者会代表（落合・北房地域） （新規）

10 額田 佳克  岡山県美作県民局福祉振興課 課長 （新規）

11 二若 仁美  真庭商工会 女性部副部長 （新規）

12 前田 浩志  真庭市内の園の保護者会代表（久世・勝山地域）

13 松尾 浩  真庭支部小学校校長会 会長 （新規）

14 安田 明美  放課後児童クラブ連絡協議会 会長 （新規）

真庭市子ども・子育て会議 委員名簿

任期：令和３年７月２７日から令和５年７月２６日まで

（五十音順・敬称略）
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真庭市子ども・子育て会議の概要について

［条例制定の背景］

子ども・子育て支援法（平成 24年法律第 65号）において、市町村は、特定教育・

保育施設などの利用定員を定める際や、市町村子ども・子育て支援事業計画を策定・

変更する際、子ども・子育て支援に関する施策の総合的かつ計画的な推進に関し必要

な事項及び当該施策の実施状況について調査審議する際には、審議会その他合議制の

機関を置くよう努めることとされています。真庭市においても、同法に基づき、「子ど

も・子育て会議」を設置し、子ども・子育て支援施策の推進を図るため、令和 3年 6

月議会定例会で「真庭市子ども・子育て会議条例」を制定しました。

［会議設置の必要性］

真庭市では、若年女性の減少、出生数の減少が進んでおり、誰もが、結婚、出産、

仕事をしやすい環境整備が行われるよう、実効性のある少子化対策の総合的な推進が

必要とされています。

「真庭市総合戦略」で最重点目標とする若年女性と出生数の増加のためには、子育

て支援における具体的な施策を検証しながら実施していく必要があり、また、子育て

環境の向上における幼児教育施設の整備については、「真庭市子ども・子育て支援施

設整備計画」に基づき、真庭市全体の園整備の方向性、多様化する教育・保育ニーズ

への対応について、様々な観点を持った方々の参画により、整備する施設・事業のバ

ランスのあり方を調査・審議しながら進めて行く必要があります。

［会議の役割］

子ども・子育て会議において、以下の事項について調査審議していただきます。

①特定教育・保育施設(認定こども園、幼稚園、保育園など)の利用定員の設定

②特定地域型保育事業(小規模保育、家庭的保育など)の利用定員の設定

③市町村子ども・子育て支援事業計画の策定及び見直し

④子ども・子育て支援に関する施策の総合的かつ計画的な推進に関し必要な事項及

び施策の実施状況

［委員の任期］

２年間

（前任の方が途中で退任された場合、残りの期間が後任の方の期間となります。）
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令和3年度真庭市子ども・子育て会議における審議内容

日 時 場 所 議 題

第 1回
R3.7.27

19 時～

真庭市役所本庁舎

２階大会議室

(1) 真庭市における幼児教育施設の現状と

課題について

(2) 今後の会議の進め方について

(3) その他

第 2回
R3.8.18

19 時～

真庭市役所本庁舎

２階大会議室

(1) 久世地域における幼児教育施設の在り

方について

①意見交換

②アンケート結果等から

(2) その他

第 3回
R3.8.25

19 時～

真庭市役所本庁舎

２階大会議室

(1) 久世地域における幼児教育施設の在り

方について（意見交換から）

(2) 少人数園の子どもたちの育ちについて

(3) ０～２歳児の受け皿の確保について

第 4回
R3.10.19

19 時～

真庭市役所本庁舎

２階大会議室

(1) 久世地域における幼児教育施設整備に

ついて（保護者説明・報告会から）

(2) その他

第 5回
R3.11.19

19 時～

真庭市役所本庁舎

２階大会議室

(1) 答申（案）について

(2) その他

第６回
R4.1.26

19 時～

真庭市役所本庁舎

２階大会議室

(1) 計画の修正等について

(2) 幼児教育施設の充実に向けた基本方針

（案）について

第７回
R4.3.23

19 時～

真庭市役所本庁舎

２階大会議室

(1) 幼児教育施設の充実に向けた基本方針

及び公募について

(2) ０～２歳児の受け皿確保について
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認定こども園等設置・運営事業者選定結果について

○これまでの経緯について

・保護者ニーズ・価値観の多様化
・施設の老朽化
・０～２歳児の保育需要の増大

新たな民間事業者から久世地域における
幼児教育施設の設置に向けての提案

提案課題

真庭市子ども・子育て会議

①真庭市の目指す教育・保育目標が実現でき、乳幼児期の子どもの育ちを保障していくことができる環境の整備
に向けて取り組むこと。
②喫緊の課題である久世地域の幼児教育施設の整備については、新たな民間事業者の参入を含めて検討する
ことにより、教育・保育の多様性が担保され、また、乳幼児期における教育・保育の選択肢が広がるよう努める
こと。

⬅➡民間事業者の参入については、安定的に質の高い教育・保育の確保されること 選定基準の検討
③需要が増大している０歳から２歳児の受け皿の確保を推進していくこと。 など

答申

園児数の動向、地域的な条件を考慮し、新たな民間事業者の参入が可能と判断する場合は、公募による
ものとし、認可園であることを条件に、設定した基準により選定

・選択肢の拡大 ・多様性の担保 ・課題への対応（施設老朽化、０～２歳の受け皿）

公募

＜位置付け＞
公立園、民間園を問わず真庭市の目指す教育・保育目標の実現に向けた方針

＜考え方＞
◇真庭市ならではの教育・保育の提供

自然豊かな真庭の中でその特徴を活かした教育・保育の提供
◇乳幼児期からの一貫した教育・保育

子ども同士、親同士、地域との繋がりを活かした教育・保育と各ステージにおける連続性を確保

真庭市幼児教育施設の充実に向けた基本方針
～生涯にわたる生きる力の基礎を培うための教育・保育環境の整備

【一部改訂】 ・環境の整備に向けた基準の設定 ・0～２歳児の受け皿の確保の方針 を追加

反映 真庭市子ども・子育て支援施設整備計画

民間参入の是非も含めた幼児教育施設の整備の方向性を示す必要があり、広く市民から声を聞くため、
真庭市子ども・子育て会議に諮る

諮問
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○認定こども園等の公募状況について

＜募集施設＞

①認定こども園 ②小規模保育事業所

＜募集期間＞

令和 4年 2月 15日～6月 3日（提案書受付開始 5月 25日～）

＜募集結果＞

①認定こども園 １件

②小規模保育事業所 なし

○認定こども園設置・運営事業者の決定について

＜真庭市認定こども園設置・運営事業者選定に係るプロポーザル審査委員会＞

令和 4年 7月 15日（金）15:00

【審査方法】

・事務局において提出された書面を元に第１次審査を実施。

・事業者提出書面を事前に委員７人（幼児教育について専門知識を有する

者、法人等の税務に関する専門知識を有する者、市教育委員会委員、保護

者代表者、県職員、市職員）に送付し、事前質問を受け付けた上で、当日、

・20分のプレゼンテーション、質疑応答を行い、委員が評価項目ごとに審

査する第２次審査を実施。

・第２次審査については、項目ごとに最上位点と最低位点を除いた平均点

を算出。

・第１次・第２次審査の合計点が、総合点 200点の６割（120点）を超え

たら事業者として選定。

【審査結果】

⇒基準点（総合点の６割）を超えているため、審査委員会として相応しい事業者である
ことを確認した。

＜市長決裁＞

令和 4年 7月 20日（水）審査結果を踏まえて以下のとおり決定

【決定事業者】

※建設用地は、北町公園内を提案

合計点数 得点 ／ 配点

第１次審査＋第２次審査 １４９．４点 ／ ２００点

事業者 一般社団法人CRED 代表者 河野 誠二

施設名称（仮称） 星のこども園

類型 保育所型認定こども園

定員 122名
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提案内容
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独自の取組
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開園状況

駐車場についての考え方
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給食についての考え方
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真庭市の保育・教育目標の実現
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特別な支援を要する子ども及び保護者への対応
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災害時等の避難

②
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真庭市全体の現状と課題
（「真庭市子ども・子育て支援施設整備計画」より抜粋）
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【久世地域】
各園の状況（R2年度実績）

地域全体の状況（R2年度実績と今後の見込）

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 計
H27 95 84 100 95 87 108 569
H28 101 93 80 95 93 87 549
H29 79 101 91 74 93 90 528
H30 98 79 105 87 73 94 536
H31 80 95 78 97 84 69 503
R2 81 79 92 71 96 82 501
R3 89 86 82 88 69 99 513
R4 84 88 85 77 86 67 487
R5 82 83 87 80 76 84 492
R6 80 81 82 81 78 75 477
R7 78 79 80 77 79 76 469
R8 76 77 78 75 75 77 458
R9 75 75 76 73 73 73 445
R10 73 74 74 71 71 71 434

人口推移

３上 240
３未 167

R５年度末（見込）
全体（407／460）

（0～5歳人口　492）

３上 213
３未 157

R10年度末（見込）
全体（370／460）

（0～5歳人口　434）

課題・分析

・0～5歳児の人口減少のスピードは緩やか。
・3歳未満の利用者については当面、増加が見込まれる。
・保育園部の利用ニーズが高い。
・久世保育園と第二保育園については、老朽化が進んでい
る。

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 計
H27 24 36 55 61 38 26 240
H28 26 47 42 67 39 32 253
H29 28 55 52 59 82 68 344
H30 43 37 68 70 67 96 381
H31 33 48 46 88 79 70 364
R2 29 45 58 63 98 81 374
R3 39 53 66 88 69 99 414
R4 40 56 69 77 86 67 395
R5 42 55 70 80 76 84 407
R6 45 56 66 81 78 75 401
R7 47 56 65 77 79 76 400
R8 46 55 63 75 75 77 391
R9 45 54 62 73 73 73 380
R10 44 53 60 71 71 71 370

利用者推移

３上 242
３未 132

R２年度末（実績）
全体（374／455）

（0～5歳人口　501）

（利用） （定員） （利用） （定員）
久世保育園 93 80 保育園部 35

久世第二保育園 105 80 幼稚園部 15
保育園部 89 120 計 17 50
幼稚園部 22 60 草加部幼稚園 4 30
計 111 180 愛慈園 44 40

米来こども園
(幼保連携型）

17

久世こども園
(幼保連携型）

［出典：子育て支援課独自推計］
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川上こども園

八束こども園

中和保育園

湯原こども園

美甘こども園

月田保育園

富原保育園

北房こども園

勝山こども園

久世保育園

米来こども園

久世第二保育園

久世こども園

河内こども園

落合こども園

木山こども園

美川こども園

天の川こども園

（私）愛慈園

草加部幼稚園

真庭市園マップ
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【草加部幼稚園】 建築年：平成17年
部 定員 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計

保育園部 － － － － － － － －

幼稚園部 30 2 4 6

計 30 2 4 6

【久世保育園】 建築年：昭和 41年 ※自園調理
部 定員 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計

保育園部 80 4 24 23 24 19 13 107

幼稚園部 － － － － － － － －

計 80 4 24 23 24 19 13 107

※令和4年 8月１日現在
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